
いまの社会を、憲法通りにつくり変えよう

戦火よびこむ「安保三文書」破棄せよ、戦争の覚悟でなく 平和の国づくりを たたかい続けよう
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高市戦争準備内閣打倒の宣伝行動
西区憲法共同センター恒例の1月19日行動は、学園

都市駅で7団体17人が宣伝署名活動。署名は16 筆で

した。

23日国会冒頭解散で選挙戦へ。高市首相は、自身

への不法献金に加え、先の総選挙で自民党議員290人

が統一協会の支援を受けていたとの報道もあり、台

湾有事発言で日中関係の緊張は高まるばかり。

経済への深刻な影響など、国会で追及される前の

ボロかくし解散です。軍事費には9兆円を計上しなが

ら、高物価で苦しむ国民への無策のままの追及逃れ

解散に、強い批判が高まっています。

憲法を真ん中にした共同を広げ、軍拡から平和、

暮らし優先の政治を実現しよう!!と呼びかけました。

深刻な“気候危機”の対話もすすめて
今冬は日本海側への記録的な大雪で東北では4㍍も

の積雪で暮らしを直撃しています。これも温暖化の

影響で海面水温が上昇し、冬でも海からの水蒸気が

大量に発生するようになったからです。これに北極

にとどまっていた寒気が日本付近にまで南下するよ

うになり、短時間豪雪になるのです。

こうした気象災害の深刻さは世界で広がり、熱波

・山火事・洪水など極端現象のニュースであふれて

います。だから国連気候枠組み条約などで、何とし

ても「1.5℃目標」のために世界の温室効果ガス排出

量を2035年までに60％削減（2019年比）すべく懸命

です。ところが大量温ガス排出国の米トランプ政権

は気候対策を「史上最大の詐欺」と主張し「化石燃

料を掘りまくれ」といい、ベネズエラの石油強奪ま

で行うなどヒドイ事態です。

「高市が首相でいいのか」の憲法違反国会解散で

選挙になりましたが、気候危機に関し、自民維新の

公約にはコトバだけで原発推進・石炭火力温存で、

トランプ政権にも黙りです。これに対し「中道新党」

も原発にすり寄る深刻な状況なのです。

これに対し共産党が発表した「気候危機打開へ－

正面から取り組む政治に」の内容は極めて重要です。

①削減目標は71～77％（19年比）、②閣議決定だけの

やり方を専門家・市民参加も含め国会審議で決める、

③再エネ電力は2035年8割、等々極めて明快です。

様々な気候挨拶の対話もひろげましょう。

◇◆◇地域や団体の催し◆◇◆

★☆★ ３月２２日（日） 13時半～

非核「神戸方式」決議５１周年記念のつどい

主催：上記つどい実行委員会

場所：神戸駅前研修センター

記念講演：半田 滋さん・防衛ジャーナリスト

『敵基地攻撃と日米一体化

－防衛費倍増は国民負担に』

資料代：￥ 1000
（連）078 － 341 － 2818

選挙で急遽下記のように変更!

兵庫憲法共同センター・・第22回総会
戦後「80年＋1」、生命･生活を軽んじる社会から、

人間の尊厳まもる社会へ転換を

2026年2月28日（土）
9:30～12:00（開場 9 時）

神戸市婦人会館4階もくれん

総会議事と石川康宏教授講演


